
☆手順 Smile to Smile の WEB サイトに ログインする（通知書のIDと仮パスワード）

インターネットでSmile to Smileと検索　又は
https://www.s22s.jp/auth/login.php へ　アクセス　又は

⬇

⬇

QRコード  ➡

新しいパスワードを決めメールアドレスを登録して手続きを行う

Smile to Smileサービスが利用できます

利用料は、無料です。
☆サービス内容
お知らせ
・センターから会員へのお知らせをサイトに掲載します。
就業情報
・就業情報の公開をその都度いたします。
配分金明細の確認
・配分金の内容を、掲載PDFでダウンロード・印刷が可能です。
センターからの就業依頼
・これまで会員に手渡しや送付していた就業依頼書や受注票が会員の
スマホ等で地図付きで確認できます。

・会員が依頼内容を確認したことをセンターに通知することも可能です。

「smile to smile」　登録方法
　ご利用するためには、今年の3月又は3月以降に入会した会員は入会後に通知いたしました。「ログインＩＤ」と「仮パ
スワード」を入力して次の手順で手続きをお願いします。

予約が必要ですのでショップにご連絡ください
お 問 合 せ：251－4020　　　営業時間：10～19時　　　場所：下関市山の田本町6－2
持参する物：ご自身のスマートフォン・センターから通知した仮パスワード・ログインＩＤ

令和７年１月分から郵送による「配分金明細書」の発行を終了します。

smile to smile の登録はソフトバンク下関山の田店でも行えます!!!

　令和7年1月分以降の配
分金明細ついては、「smile 
to smile」から確認できま
す。
　未だ「smile to smile」
登録していない会員は、
この機会に登録をお願い
します。

　フリーランス・事業者間取引適正化等法「フリーランス新法」が11月1日
から施行されます。それに伴いお仕事をされる会員に対し就業条件の明示
が義務となりました。就業条件の明示は、「smile to smile」で確認ができ
ますのでSmile to Smileの登録をお願いします。

東行庵の紅葉東行庵の紅葉

令和
6年10月号  

2 024

152

〒759-5511
下関市豊北町大字滝部3144-3
TEL.083-782-0834
FAX.083-782-0835

豊北事務所
〒759-6312
下関市豊浦町大字黒井2275-7
TEL.083-775-4680
FAX.083-775-4681

豊浦事務所
〒750-0441
下関市豊田町大字中村43-1
TEL.083-766-1314
FAX.083-242-1316

豊田事務所 菊川事務所
〒750-0313
下関市菊川町大字田部747-7
TEL.083-287-0940
FAX.083-287-0942

公益社団法人 下関市シルバー人材センター
〒750-0066　下関市東大和町2－4－3　TEL.083-267-5900　FAX.083-267-3220

第
152
号

　令
和
6
年
9
月
27
日

　編
集
発
行

　
　
　公
益
社
団
法
人

　下
関
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　　編
集
委
員
会
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役員表彰
代表者　田口　幸司 監事

在籍十五年功労会員表彰
代表者　諸井　裕子 会員

在籍十年功労会員表彰
代表者　清水　義雄 会員

安全標語優秀作品表彰
濱田　武久 会員

就任役員・退任役員の紹介

安全標語優秀作品表彰
片山　弘貞 会員

（公社）山口県シルバー人材センター連合会
会長表彰　優良センターを受賞

香川市議会議長への支援要請 前田市長への支援要請

　令
和
六
年
度
定
時
総
会
を
五
月
三
十
一

日（
金
）十
三
時
、
シ
ー
モ
ー
ル
パ
レ
ス
・

エ
メ
ラ
ル
ド
の
間
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　総
会
は
、
開
会
の
こ
と
ば
に
つ
づ
き
、

参
加
者
全
員
で
の
物
故
者
に
対
す
る
黙
祷

を
捧
げ
、
小
野
理
事
長
の
挨
拶
の
の
ち
、

役
員
表
彰
・
在
籍
二
十
年
功
労
会
員
表

彰
・
在
籍
十
五
年
功
労
会
員
表
彰
・
在
籍

十
年
功
労
会
員
表
彰
、
安
全
標
語
優
秀
作

品
表
彰
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

ご
来
賓
の
下
関
市
長
前
田
晋
太
郎
様（
代

理
下
関
市
産
業
振
興
部
長
津
野
貴
志
様
）、

下
関
市
議
会
議
長
香
川
昌
則
様
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
お
祝
い
の
こ
と
ば
を
頂
戴
い
た
し
ま

し
た
。
式
典
終
了
後
、
報
告
事
項
・
議
案

審
議
に
移
り
審
議
終
了
後
、
総
会
を
閉
会

し
ま
し
た
。

報
告
事
項

報
告
第
一
号

令
和
五
年
度
収
支
予
算
一
部
補
正
報
告

の
件

報
告
第
二
号

令
和
六
年
度
事
業
計
画
報
告
の
件

報
告
第
三
号

令
和
六
年
度
収
支
予
算
等
報
告
の
件

議
案
審
議

第
一
号
議
案

令
和
五
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

第
二
号
議
案

令
和
五
年
度
収
支
決
算
承
認
の
件

役
員
紹
介

理
事
長

　
　小
野

　雅
弘

副
理
事
長

　
　河
﨑

　耕
治

常
務
理
事

　
　長
岡

　常
稔

理

　
　事

　
　生
田

　
　都

理

　
　事

　
　柴
田

　栄
二

理

　
　事

　
　竹
田

　賢
海

理

　
　事

　
　辻
野

　光
江

理

　
　事

　
　戸
上

　悦
子

理

　
　事

　
　長
山

　裕
昭

理

　
　事

　
　野
上

　壽
生

理

　
　事

　
　増
冨

　
　直

理

　
　事

　
　三
宅

　
　寛

理

　
　事

　
　森

　
　
　博

理

　
　事

　
　吉
岡

　久
章

監

　
　事

　
　田
口

　幸
司

監

　
　事

　
　山
岡

　佳
代

　長
岡
常
務
理
事
兼
事
務
局
長
か
ら
両

議
案
の
説
明
後
、
監
査
に
あ
た
っ
た
田

口
監
事
か
ら
適
正
か
つ
正
確
に
処
理
さ

れ
て
い
る
と
の
監
査
報
告
が
あ
り
そ
の

後
、
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
両
議
案
は
原
案

の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
三
号
議
案

役
員
選
任
の
件

　理
事
長
か
ら
説
明
の
後
、
議
長
か
ら

候
補
者
一
人
ひ
と
り
に
可
否
を
諮
っ
た
と

こ
ろ
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、
全
候
補

者
が
理
事
・
監
事
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式

令
和
六
年
度
定
時
総
会

令
和
六
年
度
定
時
総
会

　四
月
十
九
日（
金
）に
令
和
五
年
度
の
決

算
監
査
を
行
い
ま
し
た
。
監
事
か
ら
計
算

書
類
・
事
業
報
告
と
も
適
正
で
あ
る
と
報

告
を
受
け
ま
し
た
。

　令
和
六
年
度
第
一
〜
三
回
理
事
会
が
開

催
さ
れ
報
告
事
項
・
議
案
審
議
を
行
い
ま

し
た
。

第
一
回
理
事
会

開
催
日

　令
和
六
年
四
月
二
十
五
日（
木
）

報
告
事
項

　安
全
管
理
委
員
会
か
ら
の
報
告

議
案
審
議

第
一
号
議
案

令
和
五
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

第
二
号
議
案

令
和
五
年
度
収
支
決
算
承
認
の
件

第
三
号
議
案

令
和
六
年
度
定
時
総
会
に
お
け
る
表
彰

候
補
者
の
件

第
四
号
議
案

新
入
会
員
承
認
の
件

前
回
の
理
事
会
後
正
会
員
十
二
名
の
入

会
が
承
認
さ
れ
た
。

第
二
回
理
事
会

開
催
日

　令
和
六
年
五
月
三
十
一
日（
金
）

議
案
審
議

第
一
号
議
案

理
事
長
及
び
副
理
事
長
並
び
に
常
務
理

事
選
定
の
件

第
二
号
議
案

理
事
の
報
酬
額
決
定
の
承
認
の
件

令
和
五
年
度
決
算
監
査
の
報
告

理
事
会
報
告

総
務
運
営
委
員
会

　増
冨

　直
委
員
長

　生
田

　都
委
員

　長
岡
常
稔
委
員

事
業
推
進
委
員
会

　竹
田
賢
海
委
員
長

　柴
田
栄
二
委
員

　辻
野
光
江
委
員

　戸
上
悦
子
委
員

　長
岡
常
稔
委
員

　森

　
　博
委
員

安
全
管
理
委
員
会

　三
宅

　寛
委
員
長

　長
山
裕
昭
副
委
員
長

　長
岡
常
稔
委
員

　野
上
壽
生
委
員

　藤
岡
隆
夫
委
員

　松
田

　宝
委
員

　吉
岡
久
章
委
員

広
報
紙
編
集
委
員
会

　伊
東
靖
人
委
員
長

　弘
中
チ
ド
リ
委
員

　藤
田
善
昭
委
員

　三
宅

　寛
委
員

　村
尾

　寛
委
員

各
委
員
会
の
委
員
紹
介（
五
十
音
順
）

第
三
号
議
案

事
務
局
長
承
認
の
件

第
三
回
理
事
会

開
催
日

　令
和
六
年
六
月
二
十
四
日（
月
）

報
告
事
項

　事
業
実
績
の
報
告

　予
算
執
行
状
況
の
報
告

議
案
審
議

第
一
号
議
案

新
入
会
員
承
認
の
件

前
回
の
理
事
会
後
正
会
員
二
十
名
の
入

会
が
承
認
さ
れ
た
。

そ
の
他

　各
専
門
委
員
会
の
担
当
に
つ
い
て

普
及
啓
発
推
進
委
員
会

　岡
村
喜
代
志
委
員
長

　弘
中
チ
ド
リ
副
委
員
長

　伊
東
靖
人
委
員

　辻
野
光
江
委
員

　藤
田
善
昭
委
員

　三
宅

　寛
委
員

　諸
井
裕
子
委
員

就
業
調
整
委
員
会

　竹
田
事
業
推
進
委
員
長

　増
冨
総
務
運
営
委
員
長

　三
宅
安
全
管
理
委
員
長

　六
月
十
八
日（
火
）に
行
わ
れ
た（
公
社
）

山
口
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

定
時
総
会
に
お
い
て
会
長
表
彰
で
優
良
セ

ン
タ
ー
と
し
て
下
関
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
が
、
セ
ン
タ
ー
事
業
貢
献
役
員
と

し
て
橋
本
サ
チ
子
さ
ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
七
月
二
十
九
日（
月
）に
行
わ
れ
た

安
全
就
業
推
進
大
会
に
お
い
て
安
全
就
業

優
良
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
当
セ
ン
タ
ー
が

受
賞
し
ま
し
た
。

公
益
社
団
法
人
山
口
県
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
連
合
会
表
彰

　去
る
、
六
月
二
十
日
に
開
催
さ
れ
た
令

和
六
年
度
公
益
社
団
法
人
全
国
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
定
時
総
会
に
お

い
て
シ
ル
バ
ー
事
業
へ
の
支
援
要
請
の
議

案
が
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　そ
れ
に
伴
い
、
当
セ
ン
タ
ー
は
、
八
月

一
日（
木
）に
小
野
理
事
長
・
河
﨑
副
理
事

長
・
長
岡
常
務
理
事
が
前
田
市
長
及
び
香

川
市
議
会
議
長
へ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
業
の
支
援
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

市
長
・
市
議
会
議
長
へ
要
請
活
動
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役員表彰
代表者　田口　幸司 監事

在籍十五年功労会員表彰
代表者　諸井　裕子 会員

在籍十年功労会員表彰
代表者　清水　義雄 会員

安全標語優秀作品表彰
濱田　武久 会員

就任役員・退任役員の紹介

安全標語優秀作品表彰
片山　弘貞 会員

（公社）山口県シルバー人材センター連合会
会長表彰　優良センターを受賞

香川市議会議長への支援要請 前田市長への支援要請

　令
和
六
年
度
定
時
総
会
を
五
月
三
十
一

日（
金
）十
三
時
、
シ
ー
モ
ー
ル
パ
レ
ス
・

エ
メ
ラ
ル
ド
の
間
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　総
会
は
、
開
会
の
こ
と
ば
に
つ
づ
き
、

参
加
者
全
員
で
の
物
故
者
に
対
す
る
黙
祷

を
捧
げ
、
小
野
理
事
長
の
挨
拶
の
の
ち
、

役
員
表
彰
・
在
籍
二
十
年
功
労
会
員
表

彰
・
在
籍
十
五
年
功
労
会
員
表
彰
・
在
籍

十
年
功
労
会
員
表
彰
、
安
全
標
語
優
秀
作

品
表
彰
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

ご
来
賓
の
下
関
市
長
前
田
晋
太
郎
様（
代

理
下
関
市
産
業
振
興
部
長
津
野
貴
志
様
）、

下
関
市
議
会
議
長
香
川
昌
則
様
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
お
祝
い
の
こ
と
ば
を
頂
戴
い
た
し
ま

し
た
。
式
典
終
了
後
、
報
告
事
項
・
議
案

審
議
に
移
り
審
議
終
了
後
、
総
会
を
閉
会

し
ま
し
た
。

報
告
事
項

報
告
第
一
号

令
和
五
年
度
収
支
予
算
一
部
補
正
報
告

の
件

報
告
第
二
号

令
和
六
年
度
事
業
計
画
報
告
の
件

報
告
第
三
号

令
和
六
年
度
収
支
予
算
等
報
告
の
件

議
案
審
議

第
一
号
議
案

令
和
五
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

第
二
号
議
案

令
和
五
年
度
収
支
決
算
承
認
の
件

役
員
紹
介

理
事
長

　
　小
野

　雅
弘

副
理
事
長

　
　河
﨑

　耕
治

常
務
理
事

　
　長
岡

　常
稔

理

　
　事

　
　生
田

　
　都

理

　
　事

　
　柴
田

　栄
二

理

　
　事

　
　竹
田

　賢
海

理

　
　事

　
　辻
野

　光
江

理

　
　事

　
　戸
上

　悦
子

理

　
　事

　
　長
山

　裕
昭

理

　
　事

　
　野
上

　壽
生

理

　
　事

　
　増
冨

　
　直

理

　
　事

　
　三
宅

　
　寛

理

　
　事

　
　森

　
　
　博

理

　
　事

　
　吉
岡

　久
章

監

　
　事

　
　田
口

　幸
司

監

　
　事

　
　山
岡

　佳
代

　長
岡
常
務
理
事
兼
事
務
局
長
か
ら
両

議
案
の
説
明
後
、
監
査
に
あ
た
っ
た
田

口
監
事
か
ら
適
正
か
つ
正
確
に
処
理
さ

れ
て
い
る
と
の
監
査
報
告
が
あ
り
そ
の

後
、
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
両
議
案
は
原
案

の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
三
号
議
案

役
員
選
任
の
件

　理
事
長
か
ら
説
明
の
後
、
議
長
か
ら

候
補
者
一
人
ひ
と
り
に
可
否
を
諮
っ
た
と

こ
ろ
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、
全
候
補

者
が
理
事
・
監
事
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式

令
和
六
年
度
定
時
総
会

令
和
六
年
度
定
時
総
会

　四
月
十
九
日（
金
）に
令
和
五
年
度
の
決

算
監
査
を
行
い
ま
し
た
。
監
事
か
ら
計
算

書
類
・
事
業
報
告
と
も
適
正
で
あ
る
と
報

告
を
受
け
ま
し
た
。

　令
和
六
年
度
第
一
〜
三
回
理
事
会
が
開

催
さ
れ
報
告
事
項
・
議
案
審
議
を
行
い
ま

し
た
。

第
一
回
理
事
会

開
催
日

　令
和
六
年
四
月
二
十
五
日（
木
）

報
告
事
項

　安
全
管
理
委
員
会
か
ら
の
報
告

議
案
審
議

第
一
号
議
案

令
和
五
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

第
二
号
議
案

令
和
五
年
度
収
支
決
算
承
認
の
件

第
三
号
議
案

令
和
六
年
度
定
時
総
会
に
お
け
る
表
彰

候
補
者
の
件

第
四
号
議
案

新
入
会
員
承
認
の
件

前
回
の
理
事
会
後
正
会
員
十
二
名
の
入

会
が
承
認
さ
れ
た
。

第
二
回
理
事
会

開
催
日

　令
和
六
年
五
月
三
十
一
日（
金
）

議
案
審
議

第
一
号
議
案

理
事
長
及
び
副
理
事
長
並
び
に
常
務
理

事
選
定
の
件

第
二
号
議
案

理
事
の
報
酬
額
決
定
の
承
認
の
件

令
和
五
年
度
決
算
監
査
の
報
告

理
事
会
報
告

総
務
運
営
委
員
会

　増
冨

　直
委
員
長

　生
田

　都
委
員

　長
岡
常
稔
委
員

事
業
推
進
委
員
会

　竹
田
賢
海
委
員
長

　柴
田
栄
二
委
員

　辻
野
光
江
委
員

　戸
上
悦
子
委
員

　長
岡
常
稔
委
員

　森

　
　博
委
員

安
全
管
理
委
員
会

　三
宅

　寛
委
員
長

　長
山
裕
昭
副
委
員
長

　長
岡
常
稔
委
員

　野
上
壽
生
委
員

　藤
岡
隆
夫
委
員

　松
田

　宝
委
員

　吉
岡
久
章
委
員

広
報
紙
編
集
委
員
会

　伊
東
靖
人
委
員
長

　弘
中
チ
ド
リ
委
員

　藤
田
善
昭
委
員

　三
宅

　寛
委
員

　村
尾

　寛
委
員

各
委
員
会
の
委
員
紹
介（
五
十
音
順
）

第
三
号
議
案

事
務
局
長
承
認
の
件

第
三
回
理
事
会

開
催
日

　令
和
六
年
六
月
二
十
四
日（
月
）

報
告
事
項

　事
業
実
績
の
報
告

　予
算
執
行
状
況
の
報
告

議
案
審
議

第
一
号
議
案

新
入
会
員
承
認
の
件

前
回
の
理
事
会
後
正
会
員
二
十
名
の
入

会
が
承
認
さ
れ
た
。

そ
の
他

　各
専
門
委
員
会
の
担
当
に
つ
い
て

普
及
啓
発
推
進
委
員
会

　岡
村
喜
代
志
委
員
長

　弘
中
チ
ド
リ
副
委
員
長

　伊
東
靖
人
委
員

　辻
野
光
江
委
員

　藤
田
善
昭
委
員

　三
宅

　寛
委
員

　諸
井
裕
子
委
員

就
業
調
整
委
員
会

　竹
田
事
業
推
進
委
員
長

　増
冨
総
務
運
営
委
員
長

　三
宅
安
全
管
理
委
員
長

　六
月
十
八
日（
火
）に
行
わ
れ
た（
公
社
）

山
口
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

定
時
総
会
に
お
い
て
会
長
表
彰
で
優
良
セ

ン
タ
ー
と
し
て
下
関
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
が
、
セ
ン
タ
ー
事
業
貢
献
役
員
と

し
て
橋
本
サ
チ
子
さ
ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
七
月
二
十
九
日（
月
）に
行
わ
れ
た

安
全
就
業
推
進
大
会
に
お
い
て
安
全
就
業

優
良
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
当
セ
ン
タ
ー
が

受
賞
し
ま
し
た
。

公
益
社
団
法
人
山
口
県
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
連
合
会
表
彰

　去
る
、
六
月
二
十
日
に
開
催
さ
れ
た
令

和
六
年
度
公
益
社
団
法
人
全
国
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
定
時
総
会
に
お

い
て
シ
ル
バ
ー
事
業
へ
の
支
援
要
請
の
議

案
が
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　そ
れ
に
伴
い
、
当
セ
ン
タ
ー
は
、
八
月

一
日（
木
）に
小
野
理
事
長
・
河
﨑
副
理
事

長
・
長
岡
常
務
理
事
が
前
田
市
長
及
び
香

川
市
議
会
議
長
へ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
業
の
支
援
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

市
長
・
市
議
会
議
長
へ
要
請
活
動
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と
で
も
あ
っ
た
し
、
色
々
な
転
職
を
経
験

し
た
人
の
話
を
聞
け
た
事
も
意
義
の
あ
る

十
年
だ
と
思
う

 

山
陰
地
域　
清

　水

　義

　雄

　

   

①
若
い
頃
か
ら
盆
栽
・
庭
い
じ
り
が
好
き
で
、

会
社
退
職
後
、
ま
だ
健
康
維
持
と
体
力
維

持
に
自
信
が
あ
っ
た
の
で
、
何
か
出
来
る

仕
事
が
し
た
い
と
思
い
、
入
会
し
ま
し
た
。

②
一
、
健
康（
血
圧
・
体
重
）の
変
化
に
注
意

し
て
、
暴
飲
暴
食
を
し
な
い
。

二
、
安
全
作
業
・
怪
我
等
に
注
意
し
て
、

お
客
様
に
満
足
し
て
頂
け
る
作
業
を

す
る
。

三
、
お
客
様
に
は
、
親
切
丁
寧
を
モ
ッ

ト
ー
に
希
望
に
そ
っ
た
次
回
に
繋
が

る
よ
う
な
作
業
を
す
る
。

③
十
年
間
、
無
事
故
・
怪
我
無
し
で
、
就
業

出
来
た
こ
と
。
良
き
諸
先
輩
や
良
き
仲
間

に
恵
ま
れ
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
健
康
管
理
に
は
十
分
注
意
し
て
、
笑
顔
が

絶
え
な
い
雰
囲
気
で
、
お
客
様
が
理
想
と

す
る
信
頼
さ
れ
る
作
業
が
出
来
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　
山
陽
地
域　
熊

　谷

　光

　記

①
私
は
会
社
を
定
年
退
職
す
る
に
あ
た
り
何

も
せ
ず
家
で
過
ご
す
と
い
う
選
択
肢
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
経
済
的
な
点
も
無
い

訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
何
よ
り
も
体
を

動
か
し
て
い
た
い
。
尚
且
つ
そ
れ
が
地
域

の
助
け
に
も
な
る
の
な
ら
と
思
い
、
退
職

時
に
は
入
会
す
る
こ
と
を
決
め
て
い
ま
し
た
。

②
心
の
中
で
い
つ
も
思
っ
て
い
る
こ
と
は
、

今
置
か
れ
て
い
る
状
況
の
中
で
、
相
手
の

要
望
に
出
来
る
だ
け
応
え
る
、
又
、
そ
の

努
力
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
出
来
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
す
ぐ
に
諦
め
る
の
で
は
な
く
、

充
分
検
討
し
考
え
て
み
る
。
そ
の
上
で
出

来
る
出
来
な
い
を
決
め
る
の
で
す
。

③
入
会
当
初
か
ら
す
る
と
、
体
調
は
間
違
い

な
く
変
わ
っ
て
来
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

体
が
動
き
、
思
考
が
働
く
限
り
、
仕
え
よ

う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
山
陰
地
域　
宿

　利

　つ
や
子

①
知
人
か
ら
聞
き
、
入
会
し
ま
し
た
。

②「
年
だ
か
ら
ね
〜
」っ
て
言
わ
れ
な
い
よ
う

に
心
が
け
て
い
ま
す
。

③
ア
ッ
と
い
う
間
に
十
年
経
っ
て
い
ま
し
た
。

若
い
方
が
多
い
派
遣
先
は
、
教
わ
る
事
ば

か
り
で
す
。
こ
れ
か
ら
先
、
何
年
関
わ
っ

て
い
け
る
か
解
ら
な
い
の
で
す
が
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
を
通
し
て
社

会
人
で
い
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

山
陰
地
域　
徳

　永

　律

　意

①
退
職
後
は
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
に
な
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
退
職
直
前
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
を
知
り
、
そ

の
後
入
会
し
ま
し
た
。

②
健
康
面
で
す
。
適
度
な
運
動
・
適
度
な
晩

酌
・
適
度
な
通
院
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

③
こ
の
十
年
間
無
事
故
で
や
っ
て
来
ま
し
た
。

仕
事
も
慣
れ
、
一
週
間
毎
日
で
は
無
く
、

こ
れ
は
い
い
な
ぁ
と
思
い
、
そ
れ
が
今
に

続
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
も「
安
全

第
一
・
無
事
故
」を
目
指
し
て
や
っ
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
山
陽
地
域　
西

　村

　
　
　通

①
体
を
動
か
す
の
が
、
健
康
に
一
番
良
い
と

思
い
、
入
会
し
ま
し
た
。

②
お
客
様
か
ら「
き
れ
い
に
な
っ
た
ね
。
本

当
に
有
難
う
」と
、
言
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
作
業
を
す
る
事
。

③
楽
し
く
、
作
業
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
良

い
終
わ
り
の
人
生
に
な
り
ま
す
。

　
山
陽
地
域　
西

　山

　一

　夫

①
退
職
し
て
、
家
で
ブ
ラ
ブ
ラ
を
一
年
。
体

を
動
か
さ
な
い
為
、
夕
食
前
の
酒
が
お
い

し
く
な
く
、
体
を
動
か
そ
う
と
思
い
、
入

会
し
ま
し
た
。

②
今
は
庭
園
の
環
境
整
備
等
が
主
な
作
業
で
、

脚
立
を
使
用
す
る
事
も
有
る
の
で
、「
安
全

第
一
」手
抜
き
を
せ
ず
、
確
実
に
作
業
す

る
事
。

③
心
身
共
に
健
康
で
過
ご
し
、
安
全
第
一
で

物
事
に
当
た
る
。

　

　
山
陽
地
域　
濱

　田

　正

　満

①
定
年
退
職
後
、
健
康
の
為
に
は
少
し
で
も

体
を
動
か
し
て
い
た
方
が
い
い
の
で
は
と

思
い
、
六
十
才
過
ぎ
て
も
働
け
る
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
ま
し
た
。

②
仕
事
に
関
し
て
は
安
全
第
一
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
丁
寧
な
作
業
を
す
る
様
に
心
掛
け
て

い
ま
す
。

　
健
康
面
で
は
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
山
登
り
・

サ
イ
ク
リ
ン
グ
等
を
楽
し
み
な
が
ら
健
康

維
持
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

③
ア
ッ
と
言
う
間
に
十
年
過
ぎ
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
楽
し
く
仕
事
が
出
来
た
事
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　
健
康
の
為
に
も
、
も
う
少
し
頑
張
っ
て
み

よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
北
部
地
域　
福

　本

　敬
二
郎

①
市
報
を
見
て
、
自
分
に
合
う
仕
事
が
あ
る

か
と
思
い
入
会
し
ま
し
た
。

②
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
な
い
、
趣
味
を
持
つ
、

健
康
に
気
を
つ
け
る
、
毎
日
筋
ト
レ
は
し

て
い
ま
す
。
仕
事
は
確
実
に
実
行
す
る
。

③
早
十
年
、
あ
っ
と
言
う
間
で
し
た
。
二
年

前
コ
ロ
ナ
に
な
っ
た
時
、
職
場
よ
り
毎
日

体
調
に
つ
い
て
電
話
を
頂
き
、
皆
様
の
温

か
い
気
持
ち
に
触
れ
感
謝
し
て
ま
す
。
又
、

仕
事
を
続
け
さ
せ
て
頂
け
る
間
は
続
け
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

　
北
部
地
域　
藤

　原

　鐡

　夫

①
六
十
五
才
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
卒
業
し
、

何
も
せ
ず
に
家
に
居
る
と
い
う
こ
と
が
耐

え
き
れ
な
く
て
、
何
か
仕
事
が
し
た
い
と

思
い
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会

し
ま
し
た
。

②
日
々
何
か
あ
れ
ば
歩
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

信
号
を
必
ず
守
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま

す
。
黄
・
赤
な
ら
渡
ら
な
い
。
そ
こ
で
小

休
止
を
し
ま
す
。
水
分
補
給
・
軽
い
体
操

な
ど
で
体
を
ほ
ぐ
す
。
気
分
を
少
し
か
え

る
。（
七
月
運
転
免
許
返
納
し
ま
し
た
。）

③
ま
だ
、
ま
だ
、
ガ
ン
バ
ル
ゾ
！
　
少
な
く

会
員
の
広
場

会
員
の
広
場

。

彦
島
地
域　
安

　達

　利

　恵

①
六
十
才
に
な
っ
て
義
親
の
介
護
の
為
、
下

関
に
来
ま
し
た
。
何
も
わ
か
ら
な
い
土
地

に
や
っ
て
来
て
、
知
り
合
い
が
欲
し
く
て

入
会
し
ま
し
た
。

②
日
々
健
康
に
気
を
つ
け
、
明
日
も
元
気
に

職
場
に
立
て
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

笑
顔
を
忘
れ
ず
働
け
る
こ
と
に
感
謝
し
な

が
ら
過
ご
し
て
い
ま
す
。

③
職
場
を
変
え
る
事
な
く
働
い
て
い
ま
す
。

十
年
も
働
け
た
職
場
と
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
方
々
に
感
謝
の
日
々
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
働
く
ぞ
!!

　
豊
北
地
域　
市

　川

　行

　雄

①
水
産
庁
船
舶
六
年
、
国
鉄
Ｊ
Ｒ
三
十
年
、

下
請
け
メ
ン
テ
ッ
ク
十
年
。
年
齢
的
に
み

て
体
力
気
力
も
充
分
に
あ
り
経
済
的
に
も

も
う
少
し
働
い
た
方
が
身
体
的
、
精
神
的

に
良
い
と
考
え
、
又
、
こ
の
歳
で
拘
束
さ

れ
る
の
に
は
抵
抗
が
あ
る
と
思
い
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
お
世
話
に
な
る
事

に
し
ま
し
た
。

②
幸
い
に
も
長
期
の
病
気
や
怪
我
で
入
院
歴

が
な
く
、
運
転
に
も
気
を
付
け
て
酒
・
タ

バ
コ
を
や
め
、
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
等
に
気

を
付
け
、
歳
に
合
っ
た
行
動
、
無
理
の
な

い
最
低
限
の
予
防
を
し
て
い
る
こ
と
が
、

今
の
と
こ
ろ
い
い
方
向
に
進
ん
で
い
る
と

思
い
ま
す
。

③
年
間
を
通
し
て
作
業
の
日
数
は
多
く
は
な

い
が
、
自
分
に
と
っ
て
若
い
頃
か
ら
余
暇

を
利
用
し
て
、
庭
畑
野
山
の
延
長
線
上
の

よ
う
な
作
業
で
、
違
和
感
な
く
や
れ
た
こ

①
入
会
動
機
は

②
日
頃
心
が
け
て
い
る
こ
と
は

③
十
年
在
籍
し
て
思
う
こ
と
は

多
年
功
労
賞
受
賞
者

　
　（在
籍
十
年
功
労
会
員
表
彰
）

　
　　の
方
々
に
聞
き
ま
し
た

と
も
平
均
寿
命
ま
で
は
、
現
役
で
働
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
働
き
場
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
た
だ
た

だ
感
謝
す
る
の
み
で
す
。

　
中
部
地
域　
藤

　本

　和

　夫

①
十
年
前
に
、
住
み
慣
れ
た
周
南
か
ら
下
関

に
急
遽
転
居
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
見
知
ら
ぬ
土
地
で
、
友
達
も
な
く
、
寂
し

さ
が
募
り
、
す
ご
く
人
と
の
繋
が
り
が
ほ

し
か
っ
た
。

②
仕
事
は
一
生
懸
命
が
モ
ッ
ト
ー
。

　
体
力
維
持
の
毎
朝
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。

　
心
の
や
す
ら
ぎ
保
持
の
感
謝
と
笑
顔
。

③
気
力
や
体
力
の
衰
え
。
気
が
短
く
な
り
、

怒
り
っ
ぽ
く
な
っ
て
い
る
。

　
理
不
尽
な
頑
固
さ
も
目
立
つ
。

　
老
害
と
呼
ば
れ
る
前
に
、
潔
い
身
の
処
し

方
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
？

　
中
部
地
域　
星

　山

　和

　彦

①
コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ
の
健
康
と
、
現
役
引
退

後
の
経
済
的
な
こ
と
を
考
え
て
。

②
何
か
新
し
い
事
を
始
め
た
ら
、
コ
ツ
コ
ツ

継
続
す
る
。
そ
し
て
、
ハ
マ
っ
た
な
ら
ば
、

常
に
新
鮮
な
気
持
ち
を
保
っ
て
、
マ
ン
ネ

リ
化
せ
ず
に
進
む
。

③
入
会
動
機
や
、
日
頃
心
が
け
て
い
る
こ
と

を
、
共
に
充
実
し
た
満
足
感
を
持
っ
て
実

践
で
き
て
い
る
幸
せ
を
感
じ
て
い
る
。

　

　
山
陽
地
域　
村

　田

　君

　子

①
七
十
才
を
過
ぎ
て
も
ま
だ
働
き
た
い
気
持

ち
が
有
り
ま
し
た
所
、
知
人
に「
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
行
っ
て
み
た
ら
」と
言

わ
れ
、
思
い
き
っ
て
行
き
ま
し
た
ら
、「
仕

事
が
有
り
ま
す
よ
」と
言
わ
れ
、
働
い
て

み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

②
お
年
を
取
ら
れ
た
方
に
、
毎
日
お
世
話
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
も
そ
の
時
が
来

る
と
思
う
と
、
優
し
く
し
て
あ
げ
た
い
で

す
。

③
十
年
を
越
え
て
も
、
今
も
働
か
せ
て
も

ら
っ
て
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
働
き
ま
す
。

題目

　会
員
紹
介
で
ク
オ
カ
ー
ド
又
は
イ
ズ
ミ

の
商
品
券
を
進
呈
！

　
会
員
さ
ん
の
紹
介
で
入
会
し
た
場
合
、

紹
介
し
た
会
員
さ
ん
に
山
口
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
か
ら
、
入
会
者
一

人
紹
介
に
つ
き
ク
オ
カ
ー
ド
又
は
イ
ズ
ミ

の
商
品
券
五
百
円
分
を
進
呈
致
し
ま
す
。

　
申
込
み
方
法
は
、
会
員
紹
介
カ
ー
ド
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
入
会
希
望
の

方
が
入
会
受
付
時
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
当
セ
ン
タ
ー
の
粗
品
も
進
呈
い
た
し
ま

す
の
で
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。
会
員
紹

介
カ
ー
ド
が
必
要
な
場
合
は
、
ご
連
絡
い

た
だ
け
れ
ば
随
時
郵
送
を
致
し
ま
す
。

＊
粗
品
の
進
呈
は
、
手
続
き
の
た
め
日
数

を
要
し
ま
す
。
準
備
が
出
来
次
第
ご
連

絡
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
会
員
に
な
れ
る
条
件

　
市
内
在
住
の
六
十
歳
以
上
で
健
康
で
働

く
意
欲
の
あ
る
方
。
入
会
説
明
会
を
受
講

し
セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
い
た
だ

け
る
方
。
会
費
を
納
入
し
て
い
た
だ
け
る

方
。 令

和
六
年
度
　入
会
説
明
会
の
開
催

今後の日程
10月  9日（水）
10月16日（水）
11月13日（水）
11月20日（水）
12月11日（水）
12月18日（水）
1月  8日（水）

　
九
時
か
ら
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
時

間
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
令
和
六
年
度
の
救
急
講
習
会
が
六
月
二

十
六
日（
水
）に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

度
も
下
関
市
中
央
消
防
署
様
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
十
五
名
の
会
員
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

救
急
講
習
会

　
今
年
度
、
第
一
回
目
〜
二
回
目
の
安
全

巡
回
指
導
を
下
関
本
部
及
び
豊
田
地
域
に

て
実
施
し
、
安
全
配
慮
に
つ
い
て
の
指
導

を
行
い

ま
し
た
。

安
全
巡
回
指
導

安
全
管
理

安
全
管
理

　
今
年
度
の
安
全
対
策
員（
安
全
管
理
委

員
は
三
ペ
ー
ジ
各
委
員
会
を
参
照
）で
す
。

安
全
就
業
の
徹
底
を
図
り
事
故
の
減
少
を

目
指
し
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

安
全
対
策
員（
二
十
二
名
）

有
川
年
雄
　
　
大
崩
不
二
實

大
西
　
研
　
　
岡
崎
　
功
　
柿
塚
　
昇

桂
長
大
郎
　
　
北
岡
則
彦
　
具
志
堅
正

小
林
一
巳
　
　
庄
山
一
俊
　
高
田
光
重

髙
比
良
昭
洋
　
中
尾
雅
男
　
中
野
孝
一

濱
田
武
久
　
　
林
　
勘
一
　
福
田
睦
紀

福
永
保
文
　
　
古
澤
哲
雄
　
道
越
幸
美

本
繁
美
人
　
　
森
本
　
桂

安
全
推
進
員
　
岩
澤
直
史

安
全
対
策
会
議
会

　
第
一
回
目
の
安
全
対
策
会
議
会
を
六
月

二
十
八
日（
金
）に
開
催
し
ま
し
た
。

開
催
場
所
　
川
中
公
民
館
二
階
視
聴
覚
室

委
嘱
状
交
付
式

議
題

○
令
和
六
年
度
事
故
状
況
報
告

〇
令
和
六
年
度
安
全
適
正
推
進
計
画

〇
草
刈
機
使
用
に
よ
る
石
飛
防
護
柵
の
徹

底
と
賠
償
事
故
軽
減
対
策
に
つ
い
て

安
全
標
語
優
秀
作
品

　
令
和
六
年
度
の
安
全
標
語
優
秀
作
品
が

決
ま
り
、
定
時
総
会
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

『
安
全
は 

あ
せ
ら
ず 

あ
わ
て
ず

ゆ
と
り
か
ら
』

彦
島
地
域
　
片
山
　
弘
貞

『
安
全
は

　一
つ
ひ
と
つ
の

積
み
重
ね
』

北
部
地
域
　
濱
田
　
武
久

45



安全巡回指導（乃木浜総合公園）

と
で
も
あ
っ
た
し
、
色
々
な
転
職
を
経
験

し
た
人
の
話
を
聞
け
た
事
も
意
義
の
あ
る

十
年
だ
と
思
う

 

山
陰
地
域　
清

　水

　義

　雄

　

   

①
若
い
頃
か
ら
盆
栽
・
庭
い
じ
り
が
好
き
で
、

会
社
退
職
後
、
ま
だ
健
康
維
持
と
体
力
維

持
に
自
信
が
あ
っ
た
の
で
、
何
か
出
来
る

仕
事
が
し
た
い
と
思
い
、
入
会
し
ま
し
た
。

②
一
、
健
康（
血
圧
・
体
重
）の
変
化
に
注
意

し
て
、
暴
飲
暴
食
を
し
な
い
。

二
、
安
全
作
業
・
怪
我
等
に
注
意
し
て
、

お
客
様
に
満
足
し
て
頂
け
る
作
業
を

す
る
。

三
、
お
客
様
に
は
、
親
切
丁
寧
を
モ
ッ

ト
ー
に
希
望
に
そ
っ
た
次
回
に
繋
が

る
よ
う
な
作
業
を
す
る
。

③
十
年
間
、
無
事
故
・
怪
我
無
し
で
、
就
業

出
来
た
こ
と
。
良
き
諸
先
輩
や
良
き
仲
間

に
恵
ま
れ
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
健
康
管
理
に
は
十
分
注
意
し
て
、
笑
顔
が

絶
え
な
い
雰
囲
気
で
、
お
客
様
が
理
想
と

す
る
信
頼
さ
れ
る
作
業
が
出
来
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　
山
陽
地
域　
熊

　谷

　光

　記

①
私
は
会
社
を
定
年
退
職
す
る
に
あ
た
り
何

も
せ
ず
家
で
過
ご
す
と
い
う
選
択
肢
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
経
済
的
な
点
も
無
い

訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
何
よ
り
も
体
を

動
か
し
て
い
た
い
。
尚
且
つ
そ
れ
が
地
域

の
助
け
に
も
な
る
の
な
ら
と
思
い
、
退
職

時
に
は
入
会
す
る
こ
と
を
決
め
て
い
ま
し
た
。

②
心
の
中
で
い
つ
も
思
っ
て
い
る
こ
と
は
、

今
置
か
れ
て
い
る
状
況
の
中
で
、
相
手
の

要
望
に
出
来
る
だ
け
応
え
る
、
又
、
そ
の

努
力
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
出
来
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
す
ぐ
に
諦
め
る
の
で
は
な
く
、

充
分
検
討
し
考
え
て
み
る
。
そ
の
上
で
出

来
る
出
来
な
い
を
決
め
る
の
で
す
。

③
入
会
当
初
か
ら
す
る
と
、
体
調
は
間
違
い

な
く
変
わ
っ
て
来
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

体
が
動
き
、
思
考
が
働
く
限
り
、
仕
え
よ

う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
山
陰
地
域　
宿

　利

　つ
や
子

①
知
人
か
ら
聞
き
、
入
会
し
ま
し
た
。

②「
年
だ
か
ら
ね
〜
」っ
て
言
わ
れ
な
い
よ
う

に
心
が
け
て
い
ま
す
。

③
ア
ッ
と
い
う
間
に
十
年
経
っ
て
い
ま
し
た
。

若
い
方
が
多
い
派
遣
先
は
、
教
わ
る
事
ば

か
り
で
す
。
こ
れ
か
ら
先
、
何
年
関
わ
っ

て
い
け
る
か
解
ら
な
い
の
で
す
が
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
を
通
し
て
社

会
人
で
い
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

山
陰
地
域　
徳

　永

　律

　意

①
退
職
後
は
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
に
な
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
退
職
直
前
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
を
知
り
、
そ

の
後
入
会
し
ま
し
た
。

②
健
康
面
で
す
。
適
度
な
運
動
・
適
度
な
晩

酌
・
適
度
な
通
院
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

③
こ
の
十
年
間
無
事
故
で
や
っ
て
来
ま
し
た
。

仕
事
も
慣
れ
、
一
週
間
毎
日
で
は
無
く
、

こ
れ
は
い
い
な
ぁ
と
思
い
、
そ
れ
が
今
に

続
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
も「
安
全

第
一
・
無
事
故
」を
目
指
し
て
や
っ
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
山
陽
地
域　
西

　村

　
　
　通

①
体
を
動
か
す
の
が
、
健
康
に
一
番
良
い
と

思
い
、
入
会
し
ま
し
た
。

②
お
客
様
か
ら「
き
れ
い
に
な
っ
た
ね
。
本

当
に
有
難
う
」と
、
言
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
作
業
を
す
る
事
。

③
楽
し
く
、
作
業
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
良

い
終
わ
り
の
人
生
に
な
り
ま
す
。

　
山
陽
地
域　
西

　山

　一

　夫

①
退
職
し
て
、
家
で
ブ
ラ
ブ
ラ
を
一
年
。
体

を
動
か
さ
な
い
為
、
夕
食
前
の
酒
が
お
い

し
く
な
く
、
体
を
動
か
そ
う
と
思
い
、
入

会
し
ま
し
た
。

②
今
は
庭
園
の
環
境
整
備
等
が
主
な
作
業
で
、

脚
立
を
使
用
す
る
事
も
有
る
の
で
、「
安
全

第
一
」手
抜
き
を
せ
ず
、
確
実
に
作
業
す

る
事
。

③
心
身
共
に
健
康
で
過
ご
し
、
安
全
第
一
で

物
事
に
当
た
る
。

　

　
山
陽
地
域　
濱

　田

　正

　満

①
定
年
退
職
後
、
健
康
の
為
に
は
少
し
で
も

体
を
動
か
し
て
い
た
方
が
い
い
の
で
は
と

思
い
、
六
十
才
過
ぎ
て
も
働
け
る
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
ま
し
た
。

②
仕
事
に
関
し
て
は
安
全
第
一
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
丁
寧
な
作
業
を
す
る
様
に
心
掛
け
て

い
ま
す
。

　
健
康
面
で
は
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
山
登
り
・

サ
イ
ク
リ
ン
グ
等
を
楽
し
み
な
が
ら
健
康

維
持
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

③
ア
ッ
と
言
う
間
に
十
年
過
ぎ
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
楽
し
く
仕
事
が
出
来
た
事
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　
健
康
の
為
に
も
、
も
う
少
し
頑
張
っ
て
み

よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
北
部
地
域　
福

　本

　敬
二
郎

①
市
報
を
見
て
、
自
分
に
合
う
仕
事
が
あ
る

か
と
思
い
入
会
し
ま
し
た
。

②
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
な
い
、
趣
味
を
持
つ
、

健
康
に
気
を
つ
け
る
、
毎
日
筋
ト
レ
は
し

て
い
ま
す
。
仕
事
は
確
実
に
実
行
す
る
。

③
早
十
年
、
あ
っ
と
言
う
間
で
し
た
。
二
年

前
コ
ロ
ナ
に
な
っ
た
時
、
職
場
よ
り
毎
日

体
調
に
つ
い
て
電
話
を
頂
き
、
皆
様
の
温

か
い
気
持
ち
に
触
れ
感
謝
し
て
ま
す
。
又
、

仕
事
を
続
け
さ
せ
て
頂
け
る
間
は
続
け
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

　
北
部
地
域　
藤

　原

　鐡

　夫

①
六
十
五
才
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
卒
業
し
、

何
も
せ
ず
に
家
に
居
る
と
い
う
こ
と
が
耐

え
き
れ
な
く
て
、
何
か
仕
事
が
し
た
い
と

思
い
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会

し
ま
し
た
。

②
日
々
何
か
あ
れ
ば
歩
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

信
号
を
必
ず
守
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま

す
。
黄
・
赤
な
ら
渡
ら
な
い
。
そ
こ
で
小

休
止
を
し
ま
す
。
水
分
補
給
・
軽
い
体
操

な
ど
で
体
を
ほ
ぐ
す
。
気
分
を
少
し
か
え

る
。（
七
月
運
転
免
許
返
納
し
ま
し
た
。）

③
ま
だ
、
ま
だ
、
ガ
ン
バ
ル
ゾ
！
　
少
な
く

会
員
の
広
場

会
員
の
広
場

。

彦
島
地
域　
安

　達

　利

　恵

①
六
十
才
に
な
っ
て
義
親
の
介
護
の
為
、
下

関
に
来
ま
し
た
。
何
も
わ
か
ら
な
い
土
地

に
や
っ
て
来
て
、
知
り
合
い
が
欲
し
く
て

入
会
し
ま
し
た
。

②
日
々
健
康
に
気
を
つ
け
、
明
日
も
元
気
に

職
場
に
立
て
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

笑
顔
を
忘
れ
ず
働
け
る
こ
と
に
感
謝
し
な

が
ら
過
ご
し
て
い
ま
す
。

③
職
場
を
変
え
る
事
な
く
働
い
て
い
ま
す
。

十
年
も
働
け
た
職
場
と
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
方
々
に
感
謝
の
日
々
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
働
く
ぞ
!!

　
豊
北
地
域　
市

　川

　行

　雄

①
水
産
庁
船
舶
六
年
、
国
鉄
Ｊ
Ｒ
三
十
年
、

下
請
け
メ
ン
テ
ッ
ク
十
年
。
年
齢
的
に
み

て
体
力
気
力
も
充
分
に
あ
り
経
済
的
に
も

も
う
少
し
働
い
た
方
が
身
体
的
、
精
神
的

に
良
い
と
考
え
、
又
、
こ
の
歳
で
拘
束
さ

れ
る
の
に
は
抵
抗
が
あ
る
と
思
い
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
お
世
話
に
な
る
事

に
し
ま
し
た
。

②
幸
い
に
も
長
期
の
病
気
や
怪
我
で
入
院
歴

が
な
く
、
運
転
に
も
気
を
付
け
て
酒
・
タ

バ
コ
を
や
め
、
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
等
に
気

を
付
け
、
歳
に
合
っ
た
行
動
、
無
理
の
な

い
最
低
限
の
予
防
を
し
て
い
る
こ
と
が
、

今
の
と
こ
ろ
い
い
方
向
に
進
ん
で
い
る
と

思
い
ま
す
。

③
年
間
を
通
し
て
作
業
の
日
数
は
多
く
は
な

い
が
、
自
分
に
と
っ
て
若
い
頃
か
ら
余
暇

を
利
用
し
て
、
庭
畑
野
山
の
延
長
線
上
の

よ
う
な
作
業
で
、
違
和
感
な
く
や
れ
た
こ

①
入
会
動
機
は

②
日
頃
心
が
け
て
い
る
こ
と
は

③
十
年
在
籍
し
て
思
う
こ
と
は

多
年
功
労
賞
受
賞
者

　
　（在
籍
十
年
功
労
会
員
表
彰
）

　
　　の
方
々
に
聞
き
ま
し
た

と
も
平
均
寿
命
ま
で
は
、
現
役
で
働
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
働
き
場
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
た
だ
た

だ
感
謝
す
る
の
み
で
す
。

　
中
部
地
域　
藤

　本

　和

　夫

①
十
年
前
に
、
住
み
慣
れ
た
周
南
か
ら
下
関

に
急
遽
転
居
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
見
知
ら
ぬ
土
地
で
、
友
達
も
な
く
、
寂
し

さ
が
募
り
、
す
ご
く
人
と
の
繋
が
り
が
ほ

し
か
っ
た
。

②
仕
事
は
一
生
懸
命
が
モ
ッ
ト
ー
。

　
体
力
維
持
の
毎
朝
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。

　
心
の
や
す
ら
ぎ
保
持
の
感
謝
と
笑
顔
。

③
気
力
や
体
力
の
衰
え
。
気
が
短
く
な
り
、

怒
り
っ
ぽ
く
な
っ
て
い
る
。

　
理
不
尽
な
頑
固
さ
も
目
立
つ
。

　
老
害
と
呼
ば
れ
る
前
に
、
潔
い
身
の
処
し

方
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
？

　
中
部
地
域　
星

　山

　和

　彦

①
コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ
の
健
康
と
、
現
役
引
退

後
の
経
済
的
な
こ
と
を
考
え
て
。

②
何
か
新
し
い
事
を
始
め
た
ら
、
コ
ツ
コ
ツ

継
続
す
る
。
そ
し
て
、
ハ
マ
っ
た
な
ら
ば
、

常
に
新
鮮
な
気
持
ち
を
保
っ
て
、
マ
ン
ネ

リ
化
せ
ず
に
進
む
。

③
入
会
動
機
や
、
日
頃
心
が
け
て
い
る
こ
と

を
、
共
に
充
実
し
た
満
足
感
を
持
っ
て
実

践
で
き
て
い
る
幸
せ
を
感
じ
て
い
る
。

　

　
山
陽
地
域　
村

　田

　君

　子

①
七
十
才
を
過
ぎ
て
も
ま
だ
働
き
た
い
気
持

ち
が
有
り
ま
し
た
所
、
知
人
に「
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
行
っ
て
み
た
ら
」と
言

わ
れ
、
思
い
き
っ
て
行
き
ま
し
た
ら
、「
仕

事
が
有
り
ま
す
よ
」と
言
わ
れ
、
働
い
て

み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

②
お
年
を
取
ら
れ
た
方
に
、
毎
日
お
世
話
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
も
そ
の
時
が
来

る
と
思
う
と
、
優
し
く
し
て
あ
げ
た
い
で

す
。

③
十
年
を
越
え
て
も
、
今
も
働
か
せ
て
も

ら
っ
て
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
働
き
ま
す
。

題目

　会
員
紹
介
で
ク
オ
カ
ー
ド
又
は
イ
ズ
ミ

の
商
品
券
を
進
呈
！

　
会
員
さ
ん
の
紹
介
で
入
会
し
た
場
合
、

紹
介
し
た
会
員
さ
ん
に
山
口
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
か
ら
、
入
会
者
一

人
紹
介
に
つ
き
ク
オ
カ
ー
ド
又
は
イ
ズ
ミ

の
商
品
券
五
百
円
分
を
進
呈
致
し
ま
す
。

　
申
込
み
方
法
は
、
会
員
紹
介
カ
ー
ド
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
入
会
希
望
の

方
が
入
会
受
付
時
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
当
セ
ン
タ
ー
の
粗
品
も
進
呈
い
た
し
ま

す
の
で
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。
会
員
紹

介
カ
ー
ド
が
必
要
な
場
合
は
、
ご
連
絡
い

た
だ
け
れ
ば
随
時
郵
送
を
致
し
ま
す
。

＊
粗
品
の
進
呈
は
、
手
続
き
の
た
め
日
数

を
要
し
ま
す
。
準
備
が
出
来
次
第
ご
連

絡
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
会
員
に
な
れ
る
条
件

　
市
内
在
住
の
六
十
歳
以
上
で
健
康
で
働

く
意
欲
の
あ
る
方
。
入
会
説
明
会
を
受
講

し
セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
い
た
だ

け
る
方
。
会
費
を
納
入
し
て
い
た
だ
け
る

方
。 令

和
六
年
度
　入
会
説
明
会
の
開
催

今後の日程
10月  9日（水）
10月16日（水）
11月13日（水）
11月20日（水）
12月11日（水）
12月18日（水）
1月  8日（水）

　
九
時
か
ら
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
時

間
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
令
和
六
年
度
の
救
急
講
習
会
が
六
月
二

十
六
日（
水
）に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

度
も
下
関
市
中
央
消
防
署
様
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
十
五
名
の
会
員
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

救
急
講
習
会

　
今
年
度
、
第
一
回
目
〜
二
回
目
の
安
全

巡
回
指
導
を
下
関
本
部
及
び
豊
田
地
域
に

て
実
施
し
、
安
全
配
慮
に
つ
い
て
の
指
導

を
行
い

ま
し
た
。

安
全
巡
回
指
導

安
全
管
理

安
全
管
理

　
今
年
度
の
安
全
対
策
員（
安
全
管
理
委

員
は
三
ペ
ー
ジ
各
委
員
会
を
参
照
）で
す
。

安
全
就
業
の
徹
底
を
図
り
事
故
の
減
少
を

目
指
し
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

安
全
対
策
員（
二
十
二
名
）

有
川
年
雄
　
　
大
崩
不
二
實

大
西
　
研
　
　
岡
崎
　
功
　
柿
塚
　
昇

桂
長
大
郎
　
　
北
岡
則
彦
　
具
志
堅
正

小
林
一
巳
　
　
庄
山
一
俊
　
高
田
光
重

髙
比
良
昭
洋
　
中
尾
雅
男
　
中
野
孝
一

濱
田
武
久
　
　
林
　
勘
一
　
福
田
睦
紀

福
永
保
文
　
　
古
澤
哲
雄
　
道
越
幸
美

本
繁
美
人
　
　
森
本
　
桂

安
全
推
進
員
　
岩
澤
直
史

安
全
対
策
会
議
会

　
第
一
回
目
の
安
全
対
策
会
議
会
を
六
月

二
十
八
日（
金
）に
開
催
し
ま
し
た
。

開
催
場
所
　
川
中
公
民
館
二
階
視
聴
覚
室

委
嘱
状
交
付
式

議
題

○
令
和
六
年
度
事
故
状
況
報
告

〇
令
和
六
年
度
安
全
適
正
推
進
計
画

〇
草
刈
機
使
用
に
よ
る
石
飛
防
護
柵
の
徹

底
と
賠
償
事
故
軽
減
対
策
に
つ
い
て

安
全
標
語
優
秀
作
品

　
令
和
六
年
度
の
安
全
標
語
優
秀
作
品
が

決
ま
り
、
定
時
総
会
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

『
安
全
は 
あ
せ
ら
ず 

あ
わ
て
ず

ゆ
と
り
か
ら
』

彦
島
地
域
　
片
山
　
弘
貞

『
安
全
は

　一
つ
ひ
と
つ
の
積
み
重
ね
』

北
部
地
域
　
濱
田
　
武
久

45



◆これからの技能研修・講習会の予定◆
区分

草刈
彦島田の首町市有地
（座学と実技）

20人

実施日時

令和6年10月22日（火）
午前9時半～午後1時
（雨天の場合は翌日に延期）

令和6年10月7日（月）

開催予定場所 対象者 定員 申込期限

草刈就業者
及び
一般市民

剪定
下関市立勝山中学校
（松の剪定）

25人
令和6年11月12日（火）
午前9時～午後12時
（雨天の場合は未定）

令和6年11月1日（金）
剪定就業者
及び
一般市民

清掃
下関市シルバー人材
センター本部

（講師：㈱サニクリーン）
20人

令和6年11月28日（木）
午後1時半～午後4時

令和6年11月13日（水）
会員及び
一般市民

清掃 赤間神宮（境内） 4人
令和6年10月25日（金）
午前10時～午後12時

令和6年10月7日（月）
※申込先
　山口県シルバー人材
　　　  センター連合会
　TEL 083-921-6070

一般市民
（就業体験）

（申し込みは、電話にて事務局へ）

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
の
推

進
・
発
展
・
会
員
の
増
強
等
の
た
め
、
地

域
の
方
々
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

業
を
広
め
ま
し
ょ
う
。

　具
体
的
な
活
動
と
し
て

○

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
奉
仕
活
動
の
実
施

○

　リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
チ
ラ
シ
の
配
布

○

　安
全
・
適
正
就
業
を
基
盤
と
し
た
就

業
の
拡
大
と
会
員
増
強

○

　会
員
に
よ
る
口
コ
ミ
運
動
の
実
施

○

　一
人
一
会
員
入
会
活
動
の
促
進

○

　会
員
に
よ
る
就
業
機
会
促
進

〇

　そ
の
他
の
普
及
啓
発
活
動
の
実
施

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理
念

自
主
・
・
・
セ
ン
タ
ー
を
私
た
ち
の
も
の

　
　
　
　
　と
し
て
考
え
ま
す
。

自
立
・
・
・
セ
ン
タ
ー
を
私
た
ち
の
力
で

　
　
　
　
　育
て
ま
す
。

共
働
・
・
・
私
た
ち
会
員
は
共
に
仲
良
く

　
　
　
　
　働
き
ま
す
。

共
助
・
・
・
私
た
ち
会
員
は
互
い
に
助
け

　
　
　
　
　合
い
ま
す
。

十
月
は
、「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　

　事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間
」で
す
。

十
月
は
、「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　

　事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間
」で
す
。

　四
月
十
八
日（
木
）に
豊
北
事
務
所
の
隣

の
会
議
室
に
て
豊
北
地
域
の
地
区
班
長
が

集
ま
り
会
議
を
行
い
ま
し
た
。

議
題

•
新
年
度
の
体
制
に
つ
い
て

•
就
業
実
績
及
び
今
年
度
目
標
に
つ
い
て

•
事
業
所
へ
の
要
望
等
に
つ
い
て

豊
北
地
区
班
長
会
議
の
開
催

　今
年
も
会
員
作
品
展
を
十
月
十
六
日

（
水
）か
ら
二
十
二
日（
火
）ま
で
の
七
日

間
、
長
府
庭
園
・
三
の
蔵
で
開
催
し
ま
す
。

　作
品
を
ご
覧
に
な
る
場
合
は
、
入
園
料

が
別
途
必
要
で
す
。

入
園
料

　

　大

　人

　二
百
十
円（
高
校
生
以
上
）

　子

　供

　
　
　百
円（
中
学
生
ま
で
）

　下
関
市
内
及
び
北
九
州
市
内
在
住
で
六

十
五
歳
以
上
の
方
は
百
円
で
す
。

（
運
転
免
許
証
等
の
身
分
証
明
書
を
提
示

下
さ
い
）

入
園
時
間

　九
時
〜
十
六
時
三
十
分

会
員
作
品
展

　書
、
絵
画（
日
本
画
、
水
墨
画
、
油
絵
）、

手
工
芸
、
写
真
、
表
装
、
陶
芸
・
そ
の
他

作
品
の
展
示
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
左
記

の
要
領
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切

　十
月
十
五
日（
火
）

　申
込
先
は
、
普
及
啓
発
推
進
委
員
長

　

岡
村
喜
代
志（
〇
九
〇

－

一
一
八
四

－

六

一
四
一
）ま
で
、
た
だ
し
同
好
会
の
方
は
、

各
部
会
長
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

作
品
の
搬
入

　十
月
十
五
日（
火
）午
前
九
時
三
十
分
ま

で
に
長
府
庭
園
ま
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

作
品
の
搬
出

　十
月
二
十
三
日（
水
）午
前
九
時
三
十
分

か
ら
作
業
を
開
始
し
ま
す
の
で
、
必
ず
各

自
で
午
後
四
時
ま
で
に
作
品
の
搬
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

作
品
の
展
示
募
集

　同
好
会
歩
こ
う
会
・
山
陽
地
域
第
四
地

区
共
催
で
清
掃
奉
仕
活
動
を
行
い
ま
す
。

同
好
会
未
加
入
、
他
の
地
域
の
会
員
か
ら

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

実
施
日

　十
月
十
三
日（
日
）

集
合
時
間

　午
前
八
時
三
十
分

集
合
場
所

　ゆ
め
タ
ウ
ン
長
府
店
駐
車
場

奉
仕
活
動
の
範
囲

　
　長
府
才
川
〜
乃
木
浜
総
合
公
園

　
　乃
木
浜
総
合
公
園
で
解
散

参
加
締
切

　十
月
七
日（
月
）

申
込
先

　同
好
会
歩
こ
う
会

　会
長

　岡
村
喜
代
志

　電
話

　〇
九
〇

－

一
一
八
四

－

六
一
四
一

（
同
好
会
・
他
の
地
域
か
ら
の
ご
参
加

は
、
岡
村
会
長
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

　山
陽
地
域
第
四
地
区
長

　村
上

　博
司

　電
話

　二
四
八

－

〇
一
七
一

清
掃
奉
仕
活
動
の
お
知
ら
せ

班
　長

中
部
地
域
第
三
地
区
第
二
班

　（新
）吉
母

　澄
夫

　
　（
旧
）古
屋

　孝
一

彦
島
地
域
第
三
地
区
第
三
班

　（新
）山
下

　作
十
郎

　（
旧
）藤
井

　省
一

彦
島
地
域
第
四
地
区
第
二
班

　（新
）石
田

　
　豊

　
　（
旧
）坂
本

　和
良

山
陽
地
域
第
一
地
区
第
二
班

　（新
）田
村

　誠
喜

　
　（
旧
）今
野

　軍
治

山
陽
地
域
第
三
地
区
第
一
班

　（新
）田
邉

　恆
雄

　
　（
旧
）梅
田

　勇
三

副
班
長

山
陽
地
域
第
四
地
区
第
一
班

　（新
）住
田

　英
昭

　
　（
旧
）嶋
屋

　成
人

各
地
域
の
班
長
・
副
班
長
の
交
代（
敬
称
略
）

山
陽
地
域
第
四
地
区
第
二
班

　（新
）森
本

　
　桂

　
　（
旧
）木
村

　隆
雄

　よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

営
農
部

　さ
つ
ま
い
も
植
え
体
験

　五
月
二
十
六
日（
日
）同
好
会
営
農
部
の

方
々
と
地
域
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
の

方
々
と
で

さ
つ
ま
い

も
植
え
体

験
を
行
い

ま
し
た
。

収
穫
時
期

に
は
、
さ

つ
ま
い
も

堀
体
験
を

行
う
予
定

で
す
。

同
好
会
だ
よ
り

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
会
員
資
格
は「
健
康
で
働

く
意
欲
の
あ
る
方
」で
す
。

健
康
管
理
は
、
就
業
す
る
た

め
の
基
本
で
す
。
市
の
健
康
診
査
や
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
実
施
し
て
い
る

健
康
診
査
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

文
芸
欄

文
芸
欄

文
芸
欄

　◆ 

俳

　句 

◆

　
　
　藤
田

　善
昭

漁
笛
一
声 

先
帝
偲
ぶ 

春
の
か
ぜ

草
刈
り
に 

ふ
と
涼
し
き
風 

秋
近
し

９月分

１０月分

１１月分

１２月分

１月分

１０月２５日（金）

１１月２５日（月）

１２月２５日（水）

１月２４日（金）

２月２５日（火）

＊配分金には、消費税が含
まれています。

就業月 振 込 日
　配
分
金
の
支
払
い
は
口
座
振
込
み
で
す
。

（
振
込
先
）

〔
本
部
〕西
中
国
信
用
金
庫

〔
豊
北
・
豊
浦
〕山
口
県
農
協
・
山
口
銀
行

〔
豊
田
・
菊
川
〕山
口
県
農
協

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
ご
利
用
の
会
員
さ
ん
へ

　配
分
金
の
振
込
に
つ
い
て
振
込
手
数

料
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

　つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

を
ご
利
用
の
会
員
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
西

中
国
信
用
金
庫
へ
振
込
先
の
変
更
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　手
続
き
に
つ
い
て
は
、
西
中
国
信
用
金

庫
の
通
帳（
本
人
名
義
に
限
る
）を
用
意

し
て
い
た
だ
き
、
事
務
局
総
務
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。（
二
六
七

－

五
九
〇
〇
）

　新
規
に
通
帳
を
作
る
場
合
は
、
最
寄
り

の
西
中
国
信
用
金
庫
の
窓
口
で
会
員
証
と

身
分
証
明
書
を
提
示
し
て「
配
分
金
の
振

込
み
の
た
め
通
帳
を
作
り
た
い
」と
説
明

し
て
下
さ
い
。

正
会
員
の
会
費
の
納
入
に
つ
い
て

　令
和
六
年
度
の
正
会
員
会
費
を
未
納
の

会
員
さ
ん
は
、
至
急
振
込
み
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
豊
北
・
豊
浦
・
豊
田
・
菊
川
事

務
所
管
内
の
登
録
会
員
さ
ん
は
、
各
事
務

所
に
て
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

配
分
金
振
込
日

　当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
の
個
人
情
報

の
使
用
を
セ
ン
タ
ー
の
事
業
・
運
営
・
行

事
・
講
習
会
・
広
報
紙
・
資
料
等
の
配
布

に
限
定
し
て
お
り
ま
す
。

個
人
情
報
に
つ
い
て

　令
和
六
年
四
月
か
ら
賠
償
保
険
適
用
さ

れ
た
場
合
の
免
責
額（
会
員
負
担
額
）が
、

五
万
円
と
な
り
し
ま
た
の
で
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。
無
事
故
を
心
掛
け
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

賠
償
事
故
の
免
責
額（
会
員
負
担
額
）に
つ
い
て

　令
和
六
年
度
の

第
一
回
剪
定
講
習

会
が
五
月
二
十
日

（
月
）に
開
催
さ
れ
、

会
員
講
師
の
方
五

名
の
も
と
、
一
般

参
加
の
方
及
び
会

員
の
総
勢
二
十
九
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
下
関
市
考
古
博
物
館
様
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
午
前
中
は
座
学

講
習
を
、
午
後
は
実
技
講
習
を
し
ま
し
た
。

第
一
回
剪
定
講
習
会

　小
野
雅
弘
理
事
長
が
八
月
八
日
付
け
で

山
口
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

の
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

山
口
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　連
合
会
会
長
に
就
任

　ス
マ
ホ
の
体
験
を
し
て
便
利
さ
を
知
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。 

貸
出
機
に
て
体
験
し
ま
す
!

と
き
　十
一
月
十
九
日（
火
）

午
前
の
部

　十
時
三
十
分
〜
十
二
時

午
後
の
部

　十
三
時
三
十
分
〜
十
五
時

ス
マ
ホ
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
!!
初
心
者
大
歓
迎
!!

場
所
　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

本
部
事
務
所

　二
階
研
修
室

　

定
員
　午
前
の
部
・
午
後
の
部
と
も
十
〜

二
十
名（
参
加
者
十
名
以
下
の
場

合
は
中
止
と
な
り
ま
す
）

申
込
期
限
　十
一
月
一
日（
金
）定
員
次
第

受
付
終
了
い
た
し
ま
す
。
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◆これからの技能研修・講習会の予定◆
区分

草刈
彦島田の首町市有地
（座学と実技）

20人

実施日時

令和6年10月22日（火）
午前9時半～午後1時
（雨天の場合は翌日に延期）

令和6年10月7日（月）

開催予定場所 対象者 定員 申込期限

草刈就業者
及び
一般市民

剪定
下関市立勝山中学校
（松の剪定）

25人
令和6年11月12日（火）
午前9時～午後12時
（雨天の場合は未定）

令和6年11月1日（金）
剪定就業者
及び
一般市民

清掃
下関市シルバー人材
センター本部

（講師：㈱サニクリーン）
20人

令和6年11月28日（木）
午後1時半～午後4時

令和6年11月13日（水）
会員及び
一般市民

清掃 赤間神宮（境内） 4人
令和6年10月25日（金）
午前10時～午後12時

令和6年10月7日（月）
※申込先
　山口県シルバー人材
　　　  センター連合会
　TEL 083-921-6070

一般市民
（就業体験）

（申し込みは、電話にて事務局へ）

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
の
推

進
・
発
展
・
会
員
の
増
強
等
の
た
め
、
地

域
の
方
々
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

業
を
広
め
ま
し
ょ
う
。

　具
体
的
な
活
動
と
し
て

○

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
奉
仕
活
動
の
実
施

○

　リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
チ
ラ
シ
の
配
布

○

　安
全
・
適
正
就
業
を
基
盤
と
し
た
就

業
の
拡
大
と
会
員
増
強

○

　会
員
に
よ
る
口
コ
ミ
運
動
の
実
施

○

　一
人
一
会
員
入
会
活
動
の
促
進

○

　会
員
に
よ
る
就
業
機
会
促
進

〇

　そ
の
他
の
普
及
啓
発
活
動
の
実
施

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理
念

自
主
・
・
・
セ
ン
タ
ー
を
私
た
ち
の
も
の

　
　
　
　
　と
し
て
考
え
ま
す
。

自
立
・
・
・
セ
ン
タ
ー
を
私
た
ち
の
力
で

　
　
　
　
　育
て
ま
す
。

共
働
・
・
・
私
た
ち
会
員
は
共
に
仲
良
く

　
　
　
　
　働
き
ま
す
。

共
助
・
・
・
私
た
ち
会
員
は
互
い
に
助
け

　
　
　
　
　合
い
ま
す
。

十
月
は
、「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　

　事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間
」で
す
。

十
月
は
、「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　

　事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間
」で
す
。

　四
月
十
八
日（
木
）に
豊
北
事
務
所
の
隣

の
会
議
室
に
て
豊
北
地
域
の
地
区
班
長
が

集
ま
り
会
議
を
行
い
ま
し
た
。

議
題

•
新
年
度
の
体
制
に
つ
い
て

•
就
業
実
績
及
び
今
年
度
目
標
に
つ
い
て

•
事
業
所
へ
の
要
望
等
に
つ
い
て

豊
北
地
区
班
長
会
議
の
開
催

　今
年
も
会
員
作
品
展
を
十
月
十
六
日

（
水
）か
ら
二
十
二
日（
火
）ま
で
の
七
日

間
、
長
府
庭
園
・
三
の
蔵
で
開
催
し
ま
す
。

　作
品
を
ご
覧
に
な
る
場
合
は
、
入
園
料

が
別
途
必
要
で
す
。

入
園
料

　

　大

　人

　二
百
十
円（
高
校
生
以
上
）

　子

　供

　
　
　百
円（
中
学
生
ま
で
）

　下
関
市
内
及
び
北
九
州
市
内
在
住
で
六

十
五
歳
以
上
の
方
は
百
円
で
す
。

（
運
転
免
許
証
等
の
身
分
証
明
書
を
提
示

下
さ
い
）

入
園
時
間

　九
時
〜
十
六
時
三
十
分

会
員
作
品
展

　書
、
絵
画（
日
本
画
、
水
墨
画
、
油
絵
）、

手
工
芸
、
写
真
、
表
装
、
陶
芸
・
そ
の
他

作
品
の
展
示
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
左
記

の
要
領
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切

　十
月
十
五
日（
火
）

　申
込
先
は
、
普
及
啓
発
推
進
委
員
長

　

岡
村
喜
代
志（
〇
九
〇

－

一
一
八
四

－

六

一
四
一
）ま
で
、
た
だ
し
同
好
会
の
方
は
、

各
部
会
長
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

作
品
の
搬
入

　十
月
十
五
日（
火
）午
前
九
時
三
十
分
ま

で
に
長
府
庭
園
ま
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

作
品
の
搬
出

　十
月
二
十
三
日（
水
）午
前
九
時
三
十
分

か
ら
作
業
を
開
始
し
ま
す
の
で
、
必
ず
各

自
で
午
後
四
時
ま
で
に
作
品
の
搬
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

作
品
の
展
示
募
集

　同
好
会
歩
こ
う
会
・
山
陽
地
域
第
四
地

区
共
催
で
清
掃
奉
仕
活
動
を
行
い
ま
す
。

同
好
会
未
加
入
、
他
の
地
域
の
会
員
か
ら

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

実
施
日

　十
月
十
三
日（
日
）

集
合
時
間

　午
前
八
時
三
十
分

集
合
場
所

　ゆ
め
タ
ウ
ン
長
府
店
駐
車
場

奉
仕
活
動
の
範
囲

　
　長
府
才
川
〜
乃
木
浜
総
合
公
園

　
　乃
木
浜
総
合
公
園
で
解
散

参
加
締
切

　十
月
七
日（
月
）

申
込
先

　同
好
会
歩
こ
う
会

　会
長

　岡
村
喜
代
志

　電
話

　〇
九
〇

－

一
一
八
四

－

六
一
四
一

（
同
好
会
・
他
の
地
域
か
ら
の
ご
参
加

は
、
岡
村
会
長
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

　山
陽
地
域
第
四
地
区
長

　村
上

　博
司

　電
話

　二
四
八

－

〇
一
七
一

清
掃
奉
仕
活
動
の
お
知
ら
せ

班
　長

中
部
地
域
第
三
地
区
第
二
班

　（新
）吉
母

　澄
夫

　
　（
旧
）古
屋

　孝
一

彦
島
地
域
第
三
地
区
第
三
班

　（新
）山
下

　作
十
郎

　（
旧
）藤
井

　省
一

彦
島
地
域
第
四
地
区
第
二
班

　（新
）石
田

　
　豊

　
　（
旧
）坂
本

　和
良

山
陽
地
域
第
一
地
区
第
二
班

　（新
）田
村

　誠
喜

　
　（
旧
）今
野

　軍
治

山
陽
地
域
第
三
地
区
第
一
班

　（新
）田
邉

　恆
雄

　
　（
旧
）梅
田

　勇
三

副
班
長

山
陽
地
域
第
四
地
区
第
一
班

　（新
）住
田

　英
昭

　
　（
旧
）嶋
屋

　成
人

各
地
域
の
班
長
・
副
班
長
の
交
代（
敬
称
略
）

山
陽
地
域
第
四
地
区
第
二
班

　（新
）森
本

　
　桂

　
　（
旧
）木
村

　隆
雄

　よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

営
農
部

　さ
つ
ま
い
も
植
え
体
験

　五
月
二
十
六
日（
日
）同
好
会
営
農
部
の

方
々
と
地
域
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
の

方
々
と
で

さ
つ
ま
い

も
植
え
体

験
を
行
い

ま
し
た
。

収
穫
時
期

に
は
、
さ

つ
ま
い
も

堀
体
験
を

行
う
予
定

で
す
。

同
好
会
だ
よ
り

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
会
員
資
格
は「
健
康
で
働

く
意
欲
の
あ
る
方
」で
す
。

健
康
管
理
は
、
就
業
す
る
た

め
の
基
本
で
す
。
市
の
健
康
診
査
や
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
実
施
し
て
い
る

健
康
診
査
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

文
芸
欄

文
芸
欄

文
芸
欄

　◆ 

俳

　句 

◆

　
　
　藤
田

　善
昭

漁
笛
一
声 

先
帝
偲
ぶ 

春
の
か
ぜ

草
刈
り
に 

ふ
と
涼
し
き
風 

秋
近
し

９月分

１０月分

１１月分

１２月分

１月分

１０月２５日（金）

１１月２５日（月）

１２月２５日（水）

１月２４日（金）

２月２５日（火）

＊配分金には、消費税が含
まれています。

就業月 振 込 日
　配
分
金
の
支
払
い
は
口
座
振
込
み
で
す
。

（
振
込
先
）

〔
本
部
〕西
中
国
信
用
金
庫

〔
豊
北
・
豊
浦
〕山
口
県
農
協
・
山
口
銀
行

〔
豊
田
・
菊
川
〕山
口
県
農
協

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
ご
利
用
の
会
員
さ
ん
へ

　配
分
金
の
振
込
に
つ
い
て
振
込
手
数

料
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

　つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

を
ご
利
用
の
会
員
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
西

中
国
信
用
金
庫
へ
振
込
先
の
変
更
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　手
続
き
に
つ
い
て
は
、
西
中
国
信
用
金

庫
の
通
帳（
本
人
名
義
に
限
る
）を
用
意

し
て
い
た
だ
き
、
事
務
局
総
務
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。（
二
六
七

－

五
九
〇
〇
）

　新
規
に
通
帳
を
作
る
場
合
は
、
最
寄
り

の
西
中
国
信
用
金
庫
の
窓
口
で
会
員
証
と

身
分
証
明
書
を
提
示
し
て「
配
分
金
の
振

込
み
の
た
め
通
帳
を
作
り
た
い
」と
説
明

し
て
下
さ
い
。

正
会
員
の
会
費
の
納
入
に
つ
い
て

　令
和
六
年
度
の
正
会
員
会
費
を
未
納
の

会
員
さ
ん
は
、
至
急
振
込
み
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
豊
北
・
豊
浦
・
豊
田
・
菊
川
事

務
所
管
内
の
登
録
会
員
さ
ん
は
、
各
事
務

所
に
て
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

配
分
金
振
込
日

　当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
の
個
人
情
報

の
使
用
を
セ
ン
タ
ー
の
事
業
・
運
営
・
行

事
・
講
習
会
・
広
報
紙
・
資
料
等
の
配
布

に
限
定
し
て
お
り
ま
す
。

個
人
情
報
に
つ
い
て

　令
和
六
年
四
月
か
ら
賠
償
保
険
適
用
さ

れ
た
場
合
の
免
責
額（
会
員
負
担
額
）が
、

五
万
円
と
な
り
し
ま
た
の
で
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。
無
事
故
を
心
掛
け
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

賠
償
事
故
の
免
責
額（
会
員
負
担
額
）に
つ
い
て

　令
和
六
年
度
の

第
一
回
剪
定
講
習

会
が
五
月
二
十
日

（
月
）に
開
催
さ
れ
、

会
員
講
師
の
方
五

名
の
も
と
、
一
般

参
加
の
方
及
び
会

員
の
総
勢
二
十
九
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
下
関
市
考
古
博
物
館
様
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
午
前
中
は
座
学

講
習
を
、
午
後
は
実
技
講
習
を
し
ま
し
た
。

第
一
回
剪
定
講
習
会

　小
野
雅
弘
理
事
長
が
八
月
八
日
付
け
で

山
口
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

の
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

山
口
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　連
合
会
会
長
に
就
任

　ス
マ
ホ
の
体
験
を
し
て
便
利
さ
を
知
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。 

貸
出
機
に
て
体
験
し
ま
す
!

と
き
　十
一
月
十
九
日（
火
）

午
前
の
部

　十
時
三
十
分
〜
十
二
時

午
後
の
部

　十
三
時
三
十
分
〜
十
五
時

ス
マ
ホ
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
!!
初
心
者
大
歓
迎
!!

場
所
　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

本
部
事
務
所

　二
階
研
修
室

　

定
員
　午
前
の
部
・
午
後
の
部
と
も
十
〜

二
十
名（
参
加
者
十
名
以
下
の
場

合
は
中
止
と
な
り
ま
す
）

申
込
期
限
　十
一
月
一
日（
金
）定
員
次
第

受
付
終
了
い
た
し
ま
す
。
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☆手順 Smile to Smile の WEB サイトに ログインする（通知書のIDと仮パスワード）

インターネットでSmile to Smileと検索　又は
https://www.s22s.jp/auth/login.php へ　アクセス　又は

⬇

⬇

QRコード  ➡

新しいパスワードを決めメールアドレスを登録して手続きを行う

Smile to Smileサービスが利用できます

利用料は、無料です。
☆サービス内容
お知らせ
・センターから会員へのお知らせをサイトに掲載します。
就業情報
・就業情報の公開をその都度いたします。
配分金明細の確認
・配分金の内容を、掲載PDFでダウンロード・印刷が可能です。
センターからの就業依頼
・これまで会員に手渡しや送付していた就業依頼書や受注票が会員の
スマホ等で地図付きで確認できます。

・会員が依頼内容を確認したことをセンターに通知することも可能です。

「smile to smile」　登録方法
　ご利用するためには、今年の3月又は3月以降に入会した会員は入会後に通知いたしました。「ログインＩＤ」と「仮パ
スワード」を入力して次の手順で手続きをお願いします。

予約が必要ですのでショップにご連絡ください
お 問 合 せ：251－4020　　　営業時間：10～19時　　　場所：下関市山の田本町6－2
持参する物：ご自身のスマートフォン・センターから通知した仮パスワード・ログインＩＤ

令和７年１月分から郵送による「配分金明細書」の発行を終了します。

smile to smile の登録はソフトバンク下関山の田店でも行えます!!!

　令和7年1月分以降の配
分金明細ついては、「smile 
to smile」から確認できま
す。
　未だ「smile to smile」
登録していない会員は、
この機会に登録をお願い
します。

　フリーランス・事業者間取引適正化等法「フリーランス新法」が11月1日
から施行されます。それに伴いお仕事をされる会員に対し就業条件の明示
が義務となりました。就業条件の明示は、「smile to smile」で確認ができ
ますのでSmile to Smileの登録をお願いします。

東行庵の紅葉東行庵の紅葉

令和
6年10月号  

2 024

152

〒759-5511
下関市豊北町大字滝部3144-3
TEL.083-782-0834
FAX.083-782-0835

豊北事務所
〒759-6312
下関市豊浦町大字黒井2275-7
TEL.083-775-4680
FAX.083-775-4681

豊浦事務所
〒750-0441
下関市豊田町大字中村43-1
TEL.083-766-1314
FAX.083-242-1316

豊田事務所 菊川事務所
〒750-0313
下関市菊川町大字田部747-7
TEL.083-287-0940
FAX.083-287-0942

公益社団法人 下関市シルバー人材センター
〒750-0066　下関市東大和町2－4－3　TEL.083-267-5900　FAX.083-267-3220

第
152
号

　令
和
6
年
9
月
27
日

　編
集
発
行

　
　
　公
益
社
団
法
人

　下
関
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　　編
集
委
員
会
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